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(57)【要約】
【課題】電子内視鏡装置の電磁的な不干渉性および耐性
を向上させる。
【解決手段】電子内視鏡装置は、撮像素子が実装された
先端基板を挿入部の先端部内に備えた電子スコープと、
撮像素子を駆動制御する駆動回路が実装されたドライバ
基板と、を備える。電子スコープが、挿入部内を通され
、ドライバ基板と先端基板とをそれぞれ接続する複数の
同軸ケーブルを備える。先端基板とドライバ基板のグラ
ンドライン同士が、複数の同軸ケーブルの外部導体によ
りそれぞれ接続され、ドライバ基板には、ドライバ基板
のグランドラインの電位を安定化させるグランドバウン
ス低減回路が実装される。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子が実装された先端基板を挿入部の先端部内に備えた電子スコープと、
　前記撮像素子を駆動制御する駆動回路が実装されたドライバ基板と、
を備え、
　前記電子スコープが、
　　前記挿入部内を通され、前記ドライバ基板と前記先端基板とをそれぞれ接続する複数
の同軸ケーブルを備え、
　前記先端基板と前記ドライバ基板のグランドライン同士が、前記複数の同軸ケーブルの
外部導体によりそれぞれ接続され、
　前記ドライバ基板には、該ドライバ基板のグランドラインの電位を安定化させるグラン
ドバウンス低減回路が実装された、
電子内視鏡装置。
【請求項２】
　前記グランドバウンス低減回路が、前記複数の同軸ケーブルの外部導体から前記ドライ
バ基板に流れる電流を検出し、その検出結果に基づいて前記ドライバ基板のグランドライ
ンの電位を調整する、
請求項１に記載の電子内視鏡装置。
【請求項３】
　前記グランドバウンス低減回路が、
　　前記複数の同軸ケーブルの外部導体から前記ドライバ基板のグランドラインへ流れる
ノイズ電流を検出する電流検出回路と、
　　前記電流検出回路の検出結果に応じた駆動電流を出力する電流源回路と、
　　前記電流源回路と前記ドライバ基板のグランドラインとを接続し、前記駆動電流によ
って生じる誘導起電力により該グランドラインの電位を変化させるコイルと、
を備え、
　前記電流源回路が、前記駆動電流によって前記コイルに生じる誘導起電力が、前記ノイ
ズ電流によって前記ドライバ基板のグランドラインに生じる誘導起電力を打ち消すように
、前記駆動電流を出力する、
請求項１に記載の電子内視鏡装置。
【請求項４】
　前記電子スコープが、
　　前記複数の同軸ケーブルと、
　　前記複数の同軸ケーブルを束ねて被覆する外シールドと、
を有する多心同軸ケーブルを備え、
　前記外シールドが、前記ドライバ基板のグランドラインに接続され、
　前記電流検出回路が、前記外シールド及び前記複数の同軸ケーブルの外部導体から前記
ドライバ基板のグランドラインへ流れるノイズ電流を検出する、
請求項３に記載の電子内視鏡装置。
【請求項５】
　前記電子スコープが、処置具を前記挿入部の先端までガイドする処置具挿通チャンネル
を備え、
　前記処置具挿通チャンネルの導電層が、前記ドライバ基板のグランドラインに接続され
、
　前記電流検出回路が、前記処置具挿通チャンネルの導電層及び前記複数の同軸ケーブル
の外部導体から前記ドライバ基板のグランドラインへ流れるノイズ電流を検出する、
請求項３に記載の電子内視鏡装置。
【請求項６】
　前記処置具挿通チャンネルに通される電気処置具と、
　前記電気処置具に電流を供給する電流発生部と、
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　患者の皮膚に装着される外部電極と、
　前記電流発生部と前記外部電極とを接続するリード線と、
を有する電気メス装置を備え、
　前記リード線が、前記ドライバ基板のグランドラインに接続され、
　前記電流検出回路が、前記リード線及び前記複数の同軸ケーブルの外部導体から前記ド
ライバ基板のグランドラインへ流れるノイズ電流を検出する、
請求項５に記載の電子内視鏡装置。
【請求項７】
　前記複数の同軸ケーブルが、
　　前記撮像素子に電源電圧を供給する第１の同軸ケーブルと、
　　前記撮像素子の駆動信号を伝送する第２の同軸ケーブルと、
　　前記撮像素子の映像信号を伝送する第３の同軸ケーブルと、を含む、
請求項１から請求項６のいずれか一項に記載の電子内視鏡装置。
【請求項８】
　前記電子スコープが生成した画像信号を処理するプロセッサを更に備え、
　前記ドライバ基板が、前記プロセッサ又は前記電子スコープの接続部に配置された、
請求項１から請求項７のいずれか一項に記載の電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　患者の体内の観察や治療に電子内視鏡装置が使用されている。電子内視鏡装置は、患者
の体内に挿入される細長い挿入部を有する電子スコープと、電子スコープの挿入部先端に
設けられた撮像素子により生成される画像信号を処理して内視鏡観察画像をモニタに表示
させるためのビデオ信号を生成するプロセッサ等から構成される。
【０００３】
　電子スコープの挿入部先端には撮像素子等が実装された先端基板が配置される。また電
子スコープには、その略全長に亘って、先端基板とプロセッサ側との間で各種信号を伝送
する同軸ケーブルが通されている。同軸ケーブルの外部導体の一端は先端基板のグランド
ラインに接続され、他端はプロセッサを介して接地される。しかし、撮像素子からグラン
ドライン（グラウンド層）に流れ込むグランド電流によってグランドレベルが変動し、そ
の結果、同軸ケーブルの外部導体から電磁波が放射され、電磁妨害（ＥＭＩ：Electro Ma
gnetic Interference）を引き起こす可能性がある。
【０００４】
　特許文献１には、ロジック回路から基板上に形成されたグランドラインに流れ込むグラ
ンド電流を検出して、このグランド電流によって生じるグランドバウンスを打ち消す逆電
圧をグランドラインに与えることにより、グランドレベルを一定に保つ技術（グランド電
圧キャンセル回路）が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平５－１２２０４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　患者の苦痛を軽減するために電子スコープの挿入部は可能な限り細径にする必要があり
、先端基板のサイズが厳しく制限されている。そのため、特許文献１に記載された技術を
そのまま電子スコープに適応して、撮像素子が実装された先端基板にグランド電圧キャン
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セル回路を実装することは困難であった。
【０００７】
　本発明は上記の事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、電子スコ
ープのグランドレベルを安定化させることにより、電子内視鏡装置の電磁的な不干渉性お
よび耐性を向上させることである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一実施形態に係る電子内視鏡装置は、撮像素子が実装された先端基板を挿入部
の先端部内に備えた電子スコープと、撮像素子を駆動制御する駆動回路が実装されたドラ
イバ基板と、を備え、電子スコープが、挿入部内を通され、ドライバ基板と先端基板とを
それぞれ接続する複数の同軸ケーブルを備え、先端基板とドライバ基板のグランドライン
同士が、複数の同軸ケーブルの外部導体によりそれぞれ接続され、ドライバ基板には、ド
ライバ基板のグランドラインの電位を安定化させるグランドバウンス低減回路が実装され
たものである。
【０００９】
　この構成によれば、ドライバ基板のグランドラインの電位を安定化させることにより、
電子スコープの挿入部内に通された同軸ケーブルの電位も安定化するため、同軸ケーブル
が関与する電磁妨害を軽減又は解消することができる。また、電子スコープの挿入部の先
端に収容する電気回路を追加する必要がないため、グランドバウンス低減回路の導入に伴
って挿入部が大型化することもない。
【００１０】
　また、上記の電子内視鏡装置において、グランドバウンス低減回路が、複数の同軸ケー
ブルの外部導体からドライバ基板に流れる電流を検出し、その検出結果に基づいてドライ
バ基板のグランドラインの電位を調整する構成としてもよい。
【００１１】
　また、上記の電子内視鏡装置において、グランドバウンス低減回路が、複数の同軸ケー
ブルの外部導体からドライバ基板のグランドラインへ流れるノイズ電流を検出する電流検
出回路と、電流検出回路の検出結果に応じた駆動電流を出力する電流源回路と、電流源回
路とドライバ基板のグランドラインとを接続し、駆動電流によって生じる誘導起電力によ
りグランドラインの電位を変化させるコイルと、を備え、電流源回路が、駆動電流によっ
てコイルに生じる誘導起電力が、ノイズ電流によってドライバ基板のグランドラインに生
じる誘導起電力を打ち消すように、駆動電流を出力する構成としてもよい。
【００１２】
　また、上記の電子内視鏡装置において、電子スコープが、複数の同軸ケーブルと、複数
の同軸ケーブルを束ねて被覆する外シールドと、を有する多心同軸ケーブルを備え、外シ
ールドが、ドライバ基板のグランドラインに接続され、電流検出回路が、外シールド及び
複数の同軸ケーブルの外部導体からドライバ基板のグランドラインへ流れるノイズ電流を
検出する構成としてもよい。
【００１３】
　この構成によれば、同軸ケーブルよりも外周に配置された外シールドの電位も安定化さ
れるため、電磁妨害をより確実に防止することができる。
【００１４】
　また、上記の電子内視鏡装置において、電子スコープが、処置具を挿入部の先端までガ
イドする処置具挿通チャンネルを備え、処置具挿通チャンネルの導電層が、ドライバ基板
のグランドラインに接続され、電流検出回路が、処置具挿通チャンネルの導電層及び複数
の同軸ケーブルの外部導体からドライバ基板のグランドラインへ流れるノイズ電流を検出
する構成としてもよい。
【００１５】
　この構成によれば、処置具挿通チャンネルに起因する放射ノイズも低減されるため、電
磁妨害をより確実に防止することができる。
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【００１６】
　また、上記の電子内視鏡装置において、処置具挿通チャンネルに通される電気処置具と
、電気処置具に電流を供給する電流発生部と、患者の皮膚に装着される外部電極と、電流
発生部と外部電極とを接続するリード線と、を有する電気処置具装置を備え、リード線が
、ドライバ基板のグランドラインに接続され、電流検出回路が、リード線及び複数の同軸
ケーブルの外部導体からドライバ基板のグランドラインへ流れるノイズ電流を検出する構
成としてもよい。
【００１７】
　この構成によれば、電気処置具の外部電極のリード線に起因する放射ノイズも低減され
るため、電磁妨害をより確実に防止することができる。
【００１８】
　また、上記の電子内視鏡装置において、複数の同軸ケーブルが、撮像素子に電源電圧を
供給する第１の同軸ケーブルと、撮像素子の駆動信号を伝送する第２の同軸ケーブルと、
撮像素子の映像信号を伝送する第３の同軸ケーブルと、を含む構成としてもよい。
【００１９】
　また、電子スコープが生成した画像信号を処理するプロセッサを更に備え、ドライバ基
板が、プロセッサ又は前記電子スコープの接続部に配置された構成としてもよい。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の一実施形態によれば、電子スコープのグランドレベルを安定化させることによ
り、電子内視鏡装置の電磁的な不干渉性および耐性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１実施形態に係る電子内視鏡装置の構成を示すブロック図である。
【図２】多心同軸ケーブルの横断面図である。
【図３】本発明の第１実施形態の回路構成の概略を示すブロック図である。
【図４】本発明の第１実施形態の変形例の回路構成の概略を示すブロック図である。
【図５】本発明の第２実施形態の回路構成の概略を示すブロック図である。
【図６】本発明の第３実施形態の回路構成の概略を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しながら説明する。なお、以下に説明する
実施形態は、本発明を電子内視鏡装置に適用した例である。また、以下の説明において、
同一の又は対応する要素には同一の符号を付して、重複する説明は省略する。
【００２３】
（第１実施形態）
［電子内視鏡装置１全体の構成］
　図１は、本発明の第１実施形態に係る電子内視鏡装置１の構成を示すブロック図である
。図１に示されるように、電子内視鏡装置１は、電子スコープ１００、プロセッサ２００
及びモニタ３００を備えている。
【００２４】
　プロセッサ２００は、システムコントローラ２０２及びタイミングコントローラ２０４
を備えている。システムコントローラ２０２は、メモリ２１２に記憶された各種プログラ
ムを実行し、電子内視鏡装置１全体を統合的に制御する。また、システムコントローラ２
０２は、操作パネル２１４に接続されている。システムコントローラ２０２は、操作パネ
ル２１４より入力される術者からの指示に応じて、電子内視鏡装置１の各動作及び各動作
のためのパラメータを変更する。タイミングコントローラ２０４は、各部の動作のタイミ
ングを調整するクロックパルスを電子内視鏡装置１内の各回路に出力する。
【００２５】
　ランプ２０８は、ランプ電源イグナイタ２０６による始動後、照射光Ｌを射出する。ラ
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ンプ２０８は、例えば、キセノンランプ、ハロゲンランプ、水銀ランプ、メタルハライド
ランプ等の高輝度ランプやＬＥＤ（Light Emitting Diode）である。照射光Ｌは、主に可
視光領域から不可視である赤外光領域に広がるスペクトルを持つ光（又は少なくとも可視
光領域を含む白色光）である。
【００２６】
　ランプ２０８より射出された照射光Ｌは、集光レンズ２１０によりＬＣＢ（Light Carr
ying Bundle）１０２の入射端面に集光されてＬＣＢ１０２内に入射される。
【００２７】
　ＬＣＢ１０２内に入射された照射光Ｌは、ＬＣＢ１０２内を伝播して電子スコープ１０
０の先端に配置されたＬＣＢ１０２の射出端面より射出され、配光レンズ１０４を介して
被写体に照射される。照射光Ｌにより照射された被写体からの戻り光は、対物レンズ１０
６を介して固体撮像素子１１１の受光面上で光学像を結ぶ。
【００２８】
　固体撮像素子１１１は、補色市松型画素配置を有する単板式カラーＣＣＤ（Charge Cou
pled Device）イメージセンサである。固体撮像素子１１１は、受光面上の各画素で結像
した光学像を光量に応じた電荷として蓄積して、イエローＹｅ、シアンＣｙ、グリーンＧ
、マゼンタＭｇの画像信号を生成し、生成された垂直方向に隣接する２つの画素の画像信
号を加算し混合して出力する。なお、固体撮像素子１１１は、ＣＣＤイメージセンサに限
らず、ＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor）イメージセンサやその他
の種類の撮像装置に置き換えられてもよい。固体撮像素子１１１はまた、原色系フィルタ
（ベイヤ配列フィルタ）を搭載したものであってもよい。
【００２９】
　固体撮像素子１１１が実装された先端基板１１０は、電子スコープ１００の挿入部の先
端に配置されている。また、電子スコープ１００の接続部には、ドライバ信号処理回路（
駆動回路）１２０ａ及びグランドバウンス低減回路１２０ｂが実装されたドライバ基板１
２０が配置されている。ドライバ基板１２０と先端基板１１０とは、電子スコープ１００
のユニバーサルケーブル及び挿入部に通された多心同軸ケーブル１３０を介して接続され
ている。なお、ドライバ基板１２０は、プロセッサ２００内に配置してもよい。
【００３０】
　図２は、多心同軸ケーブル１３０の横断面図である。多心同軸ケーブル１３０は、複数
の同軸ケーブル１３１を束ねて、導電性を有する外シールド１３４及び電気絶縁性を有す
るシース１３５によって被覆したものである。なお、本実施形態においては、外シールド
１３４は無くてもよい。
【００３１】
　ドライバ信号処理回路１２０ａには、画像信号がフィールド周期で固体撮像素子１１１
より入力される。なお、以降の説明において「フィールド」は「フレーム」に置き替えて
もよい。本実施形態において、フィールド周期、フレーム周期はそれぞれ、１／６０秒、
１／３０秒である。ドライバ信号処理回路１２０ａは、固体撮像素子１１１より入力され
る画像信号に対して所定の処理を施してプロセッサ２００の前段信号処理回路２２０に出
力する。
【００３２】
　ドライバ信号処理回路１２０ａはまた、メモリ１４０にアクセスして電子スコープ１０
０の固有情報を読み出す。メモリ１４０に記録される電子スコープ１００の固有情報には
、例えば、固体撮像素子１１１の画素数や感度、動作可能なフィールドレート、型番等が
含まれる。ドライバ信号処理回路１２０ａは、メモリ１４０より読み出された固有情報を
システムコントローラ２０２に出力する。
【００３３】
　システムコントローラ２０２は、電子スコープ１００の固有情報に基づいて各種演算を
行い、制御信号を生成する。システムコントローラ２０２は、生成された制御信号を用い
て、プロセッサ２００に接続されている電子スコープ１００に適した処理がなされるよう
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にプロセッサ２００内の各種回路の動作やタイミングを制御する。
【００３４】
　タイミングコントローラ２０４は、システムコントローラ２０２によるタイミング制御
に従って、ドライバ信号処理回路１２０ａにクロックパルスを供給する。ドライバ信号処
理回路１２０ａは、タイミングコントローラ２０４から供給されるクロックパルスに従っ
て、固体撮像素子１１１をプロセッサ２００側で処理される映像のフィールドレートに同
期したタイミングで駆動制御する。
【００３５】
　前段信号処理回路２２０は、ドライバ信号処理回路１２０ａより１フィールド周期で入
力される画像信号に対して色補間、マトリックス演算、Ｙ／Ｃ分離等の所定の信号処理を
施して、後段信号処理回路２３０に出力する。
【００３６】
　後段信号処理回路２３０は、前段信号処理回路２２０より入力される画像信号を処理し
てモニタ表示用の画面データを生成し、生成されたモニタ表示用の画面データを所定のビ
デオフォーマット信号に変換する。変換されたビデオフォーマット信号は、モニタ３００
に出力される。これにより、被写体のカラー画像がモニタ３００の表示画面に表示される
。
【００３７】
　また、電子スコープ１００の挿入部には、高周波ナイフ等の処置具を電子スコープ１０
０の操作部付近から挿入部の先端までガイドする処置具挿通チャンネル１５０が形成され
ている。
【００３８】
［グランドバウンス低減システム］
　図３に、本発明の第１実施形態に係るグランドバウンス低減回路１２０ｂを含むグラン
ドバウンス低減システムを示す。グランドバウンス低減回路１２０ｂは、ドライバ基板１
２０上に形成されたグランドライン１２５ｇの電位（グランドレベル）ＶＧの変動（グラ
ンドバウンス）を低減することによって、ドライバ基板１２０のグランドライン１２５ｇ
に接続された同軸ケーブル１３１の外部導体１３３（図２）の電位の変動を低減して、そ
の結果、同軸ケーブル１３１からの放射ノイズの発生を抑制するものである。
【００３９】
　ドライバ基板１２０と先端基板１１０とは、複数の同軸ケーブル１３１により接続され
ている。ここでは、説明の便宜上、３本の同軸ケーブル１３１（１３１ａ、１３１ｂ、１
３１ｃ）により接続した場合を例に挙げて説明する。なお、ドライバ基板１２０と先端基
板１１０とを接続する同軸ケーブル１３１の本数は、先端基板１１０に設けられた配線数
等に応じて、４本以上又は２本以下としてもよい。
【００４０】
　同軸ケーブル１３１ａは固体撮像素子１１１に入力する駆動信号ＶＩＮを伝送し、同軸
ケーブル１３１ｂは先端基板１１０に電源電圧ＶＣＣを供給し、同軸ケーブル１３１ｃは
固体撮像素子１１１から出力される画像信号ＶＯＵＴを伝送する。
【００４１】
　同軸ケーブル１３１ａの内部導体１３２（図２）の一端は、先端基板１１０上に形成さ
れた配線１１５ａを介して、固体撮像素子１１１の駆動信号入力端子１１１ａに接続され
ている。また、同軸ケーブル１３１ａの内部導体１３２の他端は、ドライバ基板１２０上
に形成された、固体撮像素子１１１の駆動信号ＶＩＮを伝送する配線１２５ａに接続され
ている。
【００４２】
　同軸ケーブル１３１ｂの内部導体１３２の一端は、先端基板１１０上に形成された配線
１１５ｂを介して、固体撮像素子１１１の電源電圧入力端子１１１ｂに接続されている。
また、同軸ケーブル１３１ｂの内部導体１３２の他端は、ドライバ基板１２０上に形成さ
れた電源電圧ライン１２５ｂに接続されている。
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【００４３】
　同軸ケーブル１３１ｃの内部導体１３２の一端は、先端基板１１０上に形成された配線
１１５ｃを介して、固体撮像素子１１１の画像信号出力端子１１１ｃに接続されている。
また、同軸ケーブル１３１ｃの内部導体１３２の他端は、ドライバ基板１２０上に形成さ
れた画像信号ＶＯＵＴを伝送する配線１２５ｃに接続されている。
【００４４】
　また、固体撮像素子１１１のグランド端子１１１ｇは、先端基板１１０上に形成された
グランドライン１１５ｇに接続されている。また、先端基板１１０のグランドライン１１
５ｇには、同軸ケーブル１３１ａ、１３１ｂ、１３１ｃの外部導体１３３（図２）の一端
がそれぞれ接続されている。
【００４５】
　本実施形態のグランドバウンス低減回路１２０ｂは、電流検出回路１２１、電流源回路
１２２及びコイル１２３を備えている。
【００４６】
　同軸ケーブル１３１ａ、１３１ｂ、１３１ｃの外部導体１３３の他端は、ドライバ基板
１２０上に形成された配線１２５ｄを介して、電流検出回路１２１の入力端子１２１ａに
接続されている。また、電流検出回路１２１の出力端子１２１ｂは、ドライバ基板１２０
のグランドライン１２５ｇに接続されている。各同軸ケーブル１３１ａ、１３１ｂ、１３
１ｃの外部導体１３３を流れるノイズ電流Ｉａ、Ｉｂ、Ｉｃは、一つに纏められて、電流
検出回路１２１を介してドライバ基板１２０のグランドライン１２５ｇへ流される。
【００４７】
　また、電流検出回路１２１は、制御ライン１２５ｅを介して電流源回路１２２と接続さ
れている。電流検出回路１２１は、電流検出回路１２１の入力端子１２１ａから出力端子
１２１ｂへ流れるノイズ電流Ｉ１（すなわち、各同軸ケーブル１３１ａ、１３１ｂ、１３
１ｃの外部導体１３３を流れるノイズ電流Ｉａ、Ｉｂ、Ｉｃの総和）を検出して、検出結
果を示す信号を制御ライン１２５ｅへ出力する。
【００４８】
　電流源回路１２２の出力端子１２２ｂは、コイル１２３を介して、ドライバ基板１２０
のグランドライン１２５ｇに接続されている。ドライバ基板１２０のグランドライン１２
５ｇは、それ自体が固有のインダクタンスＬを有している。図３では、グランドライン１
２５ｇに内在するインダクタンスＬが仮想コイルＬとして図示されている。
【００４９】
　ここで既述の通り、電流検出回路１２１の出力端子１２１ｂは、グランドライン１２５
ｇに接続されている。上述した仮想コイルＬを用いて言い換えれば、電流検出回路１２１
の出力端子１２１ｂは、コイル１２３と仮想コイルＬとの間の接続点Ｇにおいてグランド
ライン１２５ｇに接続されている、ということになる。
【００５０】
　同軸ケーブル１３１ａ、１３１ｂ、１３１ｃの外部導体１３３からドライバ基板１２０
のグランドライン１２５ｇに流れ出たノイズ電流Ｉ１は、仮想コイルＬを流れる。ノイズ
電流Ｉ１はパルス的に変動するため、グランドバウンス低減回路１２０ｂを備えていなけ
れば、仮想コイルＬに誘導起電力が発生して、グランドレベルＶＧ（接続点Ｇにおける電
位）が変動する。その結果、グランドライン１２５ｇに接続された同軸ケーブル１３１ａ
、１３１ｂ、１３１ｃの電位も変動し、同軸ケーブル１３１ａ、１３１ｂ、１３１ｃから
放射ノイズが発生する。
【００５１】
　電流源回路１２２は、電源電圧ライン１２５ｂからの給電によって駆動し、電流検出回
路１２１から出力される信号に応じた駆動電流Ｉ２を出力端子１２２ｂから出力する。駆
動電流Ｉ２は、コイル１２３を流れて、駆動電流Ｉ２の変動に応じた誘導起電力をコイル
１２３に発生させる。電流源回路１２２は、電流検出回路１２１からグランドライン１２
５ｇ（仮想コイルＬ）へ流れるノイズ電流Ｉ１によって生じるグランドレベルＶＧの変動
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を打ち消す誘導起電力をコイル１２３に発生させるような駆動電流Ｉ２を出力する。その
結果、ドライバ基板１２０のグランドバウンスが緩和されるため、グランドライン１２５
ｇに接続された各同軸ケーブル１３１ａ、１３１ｂ、１３１ｃの外部導体１３３の電位変
動も低減し、放射ノイズが抑制される。
【００５２】
　また、グランドバウンス低減回路１２０ｂにより、各同軸ケーブル１３１ａ、１３１ｂ
、１３１ｃの外部導体１３３の電位が安定化するため、外部からの放射ノイズの影響も受
け難くなり、放射ノイズの多い環境下でも、ノイズの少ない内視鏡画像が得られる。
【００５３】
（第１実施形態の変形例）
　次に、上述した本発明の第１実施形態の変形例について説明する。
　図４は、本変形例の回路構成の概略を示すブロック図である。本変形例は、多心同軸ケ
ーブル１３０の外シールド１３４（図２）をドライバ基板１２０のグランドライン１２５
ｇに接続した構成を有する点で上述した第１実施形態と相違する。なお、外シールド１３
４は、先端基板１１０には接続されていない。
【００５４】
　本変形例の構成によれば、各同軸ケーブル１３１ａ、１３１ｂ、１３１ｃの外部導体１
３３に加えて、多心同軸ケーブル１３０の最外周の導電層である外シールド１３４も、グ
ランドバウンス低減回路１２０ｂによって安定化されたグランドレベルＶＧに接地される
ため、より効果的に放射ノイズを抑制することが可能になる。
【００５５】
（第２実施形態）
　次に、本発明の第２実施形態について説明する。
　図５は、本実施形態の回路構成の概略を示すブロック図である。
【００５６】
　高周波ナイフ等の電気処置具５１０を使用する場合、電気処置具５１０の導体５１１と
処置具挿通チャンネル１５０との間に（更には、処置具挿通チャンネル１５０と同軸ケー
ブル１３１の外部導体１３３との間に）寄生容量ＰＣが生じる。そのため、処置具挿通チ
ャンネル１５０の電位を安定化させる仕組みを設けなければ、高周波ナイフ（電気メス）
等を使用する際に、この寄生容量を介して処置具挿通チャンネル１５０にノイズ電流Ｉｔ

が流れるため、放射ノイズが発生してしまう。
【００５７】
　本実施形態は、処置具挿通チャンネル１５０を、グランドバウンス低減回路１２０ｂに
よって電位が安定化したドライバ基板１２０のグランドライン１２５ｇに接続することに
より、処置具挿通チャンネル１５０の電位を安定化させて、放射ノイズを抑制するもので
ある。
【００５８】
　処置具挿通チャンネル１５０は、内周側に設けられた絶縁層と、この絶縁層の外周側に
設けられた、電気処置具５１０が発生する放射ノイズを遮蔽するための導電層とを有して
いる。本実施形態では、処置具挿通チャンネル１５０の導電層が、配線１２５ｄを介して
、電流検出回路１２１の入力端子１２１ａに接続されている。配線１２５ｄは、電流検出
回路１２１を介してグランドライン１２５ｇに接続されている。本実施形態の構成は、こ
のように、処置具挿通チャンネル１５０の導電層が配線１２５ｄに接続される点のみが、
上述の第１実施形態と相違する。なお、説明の便宜上、図５において、同軸ケーブル１３
１ｂ、１３１ｃ及びこれらと接続される配線や端子を省略している。
【００５９】
　電流検出回路１２１は、配線１２５ｄを流れるノイズ電流Ｉ１（すなわち、同軸ケーブ
ル１３１の外部導体１３３を流れるノイズ電流Ｉａと処置具挿通チャンネル１５０の導電
層を流れるノイズ電流Ｉｔとの和）を検出する。そして、電流源回路１２２は、ノイズ電
流Ｉ１によって生じるグランドレベルＶＧの変動を打ち消すような起電力をコイル１２３
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に発生させる駆動電流Ｉ２を出力する。その結果、グランドバウンス低減回路１２０ｂに
よって安定化されたグランドレベルＶＧと略同電位となる処置具挿通チャンネル１５０の
導電層及び同軸ケーブル１３１の外部導体１３３からの放射ノイズが抑制される。
【００６０】
（第３実施形態）
　次に、本発明の第３実施形態について説明する。
　図６は、本実施形態の回路構成の概略を示すブロック図である。
【００６１】
　本実施形態は、高周波ナイフ装置５００の電流発生部５０１と患者の皮膚に装着される
外部電極（体極板）５２０とを接続するリード線５２１を、グランドバウンス低減回路１
２０ｂによって電位が安定化したドライバ基板１２０のグランドライン１２５ｇに接続す
ることにより、リード線５２１に流れるノイズ電流Ｉｎによるグランドバウンスを低減し
て、放射ノイズを抑制するものである。
【００６２】
　リード線５２１は、一端が外部電極５２０に接続され、他端側で電流発生部５０１に接
続されている。また、リード線５２１の他端は、電流発生部５０１から更に延長され、ド
ライバ基板１２０上に形成された配線１２５ｄに接続されている。
【００６３】
　電流検出回路１２１は、配線１２５ｄを流れるノイズ電流Ｉ１（すなわち、同軸ケーブ
ル１３１の外部導体１３３を流れるノイズ電流Ｉａとリード線５２１を流れるノイズ電流
Ｉｎとの和）を検出する。そして、電流源回路１２２は、ノイズ電流Ｉ１によって生じる
グランドレベルＶＧの変動を打ち消すような誘導起電力をコイル１２３に発生させる駆動
電流Ｉ２を出力する。その結果、グランドバウンス低減回路１２０ｂによって安定化され
たグランドレベルＶＧと略同電位となるリード線５２１及び同軸ケーブル１３１の外部導
体１３３からの放射ノイズが抑制される。また、更に処置具挿通チャンネル１５０の導電
層を配線１２５ｄに接続して、本実施形態と第２実施形態の構成を組み合わせた構成とし
てもよい。
【００６４】
　以上が本発明の例示的な実施形態の説明である。本発明の実施形態は、上記に説明した
ものに限定されず、本発明の技術的思想の範囲において様々な変形が可能である。例えば
明細書中に例示的に明示される実施形態等又は自明な実施形態等を適宜組み合わせた内容
も本発明の実施形態に含まれる。
【００６５】
　上記の第２及び第３実施形態は、電気処置具として高周波ナイフを使用した例であるが
、本発明はこの構成に限定されるものではない。電気処置具としては、高周波ナイフ以外
にも、例えば、高周波スネアやホットバイオプシー鉗子等の各種の電気処置具を使用する
ことができる。
【００６６】
　先端基板１１０及びドライバ基板１２０は、典型的にはプリント基板であり、例えば、
フレキシブル配線基板、リジッド基板、その他の各種の電子回路基板を使用することがで
きる。
【符号の説明】
【００６７】
１　電子内視鏡装置
１００　電子スコープ
１０２　ＬＣＢ
１０４　配光レンズ
１０６　対物レンズ
１１０　先端基板
１１１　固体撮像素子
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１２０　ドライバ基板
１２０ａ　ドライバ信号処理回路
１２０ｂ　グランドバウンス低減回路
１２１　電流検出回路
１２２　電流源回路
１２３　コイル
１２５ｇ　グランドライン
１３０　多心同軸ケーブル
１３１　同軸ケーブル
１３２　内部導体
１３３　外部導体
１３４　外シールド
１４０　メモリ
１５０　処置具挿通チャンネル
２００　プロセッサ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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